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（様式４）　
平成28年度卓越研究員事業研究構想等
①今後10年程度をかけて取り組みたい研究テーマ
	＜＜研究目的・内容＞＞
本欄には、今後10年程度をかけて取り組みたい研究に関する全体構想の具体的な目的及びその内容について、適宜文献を引用しつつ記載し、特に次の点については、焦点を絞り、具体的かつ明確に記載してください。なお、概要については、e-Radを通じて申請する際、「共通項目」タブ「研究目的」欄に、概要を簡潔にまとめて1000字以内で記載してください。
○　研究の学術的又は社会的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、申請者のこれまでの研究成果を踏まえ、着想に至った経緯、これまでの研究成果を発展させる場合には、その内容等）


	研究目的・内容



	研究目的・内容（つづき）



①今後10年程度をかけて取り組みたい研究テーマ
	＜＜研究計画・方法＞＞
本欄には、研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について、適宜文献を引用しつつ記載してください。ここでは、研究が当初計画どおりに進まない時の対応など、多方面からの検討状況について記載するとともに、次の点についても、焦点を絞り、具体的かつ明確に記載してください。なお、概要については、e-Radを通じて申請する際、「共通項目」タブ「研究概要」欄に冒頭に簡潔にまとめて1000字以内で記載してください。
①　本研究を遂行する上での具体的な工夫（効果的に研究を進める上でのアイディア等）
②　研究室主宰者としての研究体制の構想（ポストドクターや大学院生の配置等も含め、どのような体制で研究を実施することを想定しているか。企業の場合には、プロジェクトのマネージャーとして、どのようにチームをつくり、どのような体制で実施することを想定しているか。）
③　長期的な研究計画の実行のために直近２年間で実施すべき研究の計画・方法


	研究計画・方法

	研究計画・方法（つづき）



①今後10年程度をかけて取り組みたい研究テーマ
	＜＜将来的に研究の成果が社会に与える重大性＞＞
本欄には、研究の特色・独創的な点、研究目的を達成した場合、その成果が社会にどのような重大なインパクトを与えるものであるかについて具体的に記載してください。なお、当該分野の専門家ではない者に対しも理解が進むような記載を心掛けてください。


	


②研究業績
	＜＜研究業績＞＞
本欄には、これまでに発表した論文、著書、特許権等産業財産権、招待講演のうち、今回構想する研究に関連する、特筆すべき業績３点以内について、その受賞理由や書評なども引用しつつ、また、下記の注意事項に沿い、簡潔に記載してください。産学連携等、他のセクターの研究者と協働で実施した研究がある場合には、その旨について記記するようにしてください。なお、学術誌へ投稿中の論文を記載する場合は、掲載が決定しているものに限ります。
その他、今回構想する研究に関連する重要な業績については、e-Radを通じて申請する際、「業績情報」タブにおいて、2011年以降の業績を中心に、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、記載してください。
　

①　例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記載してください。

②　以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し、他を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、申請者には、下線を付してください。


	特筆すべき業績３件



	特筆すべき業績３件（続き）


国立大学法人秋田大学（卓越研究員事業）

